
���
�����	
abcde
f��
� � � �
���������������� �!��
" # $%%&�'%&%''%
�	
cde�
()*+,-./
" # $%%&�'%&01$�
23 �'4��


5678�9� 1:$;
<
5 = �>$$$;

�
�
�
�

�

�

�

�

	




a

b

c

d

e

f

�

�




�

�

�

��
�
�
�
�
��
��

�
�
�
�



�
�
��
�
�
�
�
��
��

�
�
�
�



�
 
!
"

#

$

%

&

'

(

)

*
+
,
-
.

/

0

1

2

3
4
d
5
�
6
7
�
8
9
�


�
�

�
��
�
�
�
:
:
���

�
�
�
�



;
<

=
>

?

@

A

B

C

D

E

F
G
H
d
�
6
I
�
8
9

�
�
J�
�
�
�
:
��
��

�
�
�
�



K
L
d
M
6
N
O
�
8
9

�
��
�
�
:
:
��
��

�
�
�
�



P
Q
�
�
�
�
��

�
:
:
�



�
�

�
�

R

S

�

�

	




a

F
G
H
d
T
U
�
�
�
�


V
�
:

�
��
�
�
�
:
�J
�
��

:
:
�
�



W
X
Y
Z
[

W

X

d

\

L

�

�

�




V

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�



]
^

!
"

_

`

%

&

'

(

)

g
h
d
i
j
k
7
�
6
5
�
8
9

�
��
�
�
�
�J
�
�
��

�
�
�
�



W
X
l
m

W
X
d
\
N
n
M
�
8
9
�
M


V

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�



;
<

=
>

o

p

A

B

C

D

E

q
r
d
s
L
�
�
�
t
�
�

u�
�
�
�
�
��
��

�
:
�
�



g
h
d
7
k
v
w
�
6
�
8
9

u�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�



x
y
d
z
{
7
�
�
t
�
t
:

u�
�
�
�
�
��
��

�
�
�
�



b
c
d
|
}
G
�
�
t
�
t
�

u�
�
�
�
�
��
��

�
�
�
:



�
�
�
�

~

�

�

�

	




a

�
�
d
�
�
�
8
9
�


�
M
�
�

�
�
�
�
�
��
��

�
�
�
�



�

��
�
�
�
�
��
��

�
�
�
�



�
 

!
"

�

�

%

&

'

(

)

g
h

d

i

j

k

n

�

6

5

�

8

9

�

��
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
:



�
�
A
B
C
D
E
�
�
�
�

l

m

�

�

0

�

�

K

L

d

�

6

N

M

�

8

9

�

��
�
�
:
:
��
��

�
�
�
�



�
�
�
�

�

�

�

�

	




a

*
+
,
-
.

�

s

g

h

d

i

j

k

n

�

6

I

:

8

9

�
�
*
+�
�
�
�
��
�
��

�
�
�
:


�
�



�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

全全
道道
身身
体体
障障
害害
者者
福福
祉祉
大大
会会
夕夕
張張
大大
会会

〜〜
メメ
ロロ
ンン
とと
市市
民民
にに
よよ
るる
国国
際際
映映
画画
祭祭
のの
まま
ちち
夕夕
張張
市市
でで
開開
催催
〜〜

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
・
夕
張
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
主
催

の
「
第
五
十
八
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
夕
張
大
会
」
が
十
月
二
十

五
日
�
、
道
内
各
地
か
ら
七
百
名
を
超
え
る
人
た
ち
が
「
ゆ
う
ば
り
文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
に
会
し
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
開
催
に
向
け
、
大
会
推
進
委
員
会
及
び
地
元
身
障
協
会
で
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、
行
政
に
頼
る
大
会
で
は
な
く
、
地
元
身
障
協
会
が
行

う
大
会
準
備
や
運
営
を
北
身
協
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
進
め
ら
れ
、
大
会

当
日
は
秋
晴
れ
に
も
恵
ま
れ
、
百
三
十
名
を
超
え
る
地
元
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
、
素
晴
ら
し
い
大
会
に
な
っ
た
。

【
大
会
の
概
要
】

●
開
会

瀧
山
征
治
副
大
会
長
（
北
身
協
副

会
長
）
に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば
で
全

道
大
会
が
開
会

し
た
。

国
歌
斉
唱
・

黙
祷
の
あ
と
、

赤
坂
勝
大
会
長

（
北
身
協
会
長
）
か
ら
主
催
者
と
し

て
の
挨
拶
が
あ
り
、「
大
会
の
開
催

準
備
を
い
た
だ
い
た
夕
張
市
、
福
祉

関
係
諸
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
多

く
の
住
民
の
方
々
と
、
地
元
身
障
協

会
の
皆
様
に
は
、
陰
に
陽
に
お
世
話

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま

す
。」
と
、

ま
た
、「
本
日

表
彰
さ
れ
る
皆

様
は
、
永
年
の

地
域
社
会
で
の

福
祉
活
動
や
ご
自
身
が
そ
の
障
が
い

を
克
服
さ
れ
、
懸
命
に
ご
努
力
さ
れ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
心
か
ら
お
祝
い
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
健
康
に
留
意
さ
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
一
層
の
活
躍
を
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
、
さ
ら
に

「
劇
的
な
政
権
交
代
が
今
回
の
総
選

挙
で
実
現
し
ま
し
た
。
新
た
な
政
権

は
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
国
民
と
の
契

約
」
で
あ
る
と
い
い
、
わ
れ
わ
れ
障

が
い
者
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
法
律

で
あ
っ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
は
廃

止
す
る
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
政
権
交
代
は
我
々

に
と
っ
て
は
新
た
な
障
が
い
者
福
祉

の
元
年
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

こ
の
上
な
い
朗
報
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
我
々
も
ま
た
努

力
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て

地
元
夕
張
市
長
（
代
理
副
市
長
羽
柴

和
寛
（
は
し
ば
か
ず
ひ
ろ
）
氏
）
か

ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

●
式
典
及
び
表
彰

表
彰
は
、

北
海
道
善

行
賞
（
知

事
表
彰
）

の
自
立
更

正
者
五
名
、

自
立
更
正

援
護
者
五

名
、北

海

道
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
会
長
表
彰
の
自
立
更

正
者
二
十
一
名
、
援
護
功
労
者
十
九

名
に
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
。

続
い
て
北
海
道
知
事
（
代
理
坂
井

秀
利
（
さ
か
い
ひ
で
と
し
）
空
知
支

庁
長
）、
北
海
道
議
会
平
出
陽
子（
ひ

ら
で
よ
う
こ
）
副
議
長
、
夕
張
市
議

会
山
本
勝
昭
（
や
ま
も
と
か
つ
あ

き
）
議
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
来
賓

紹
介
、
祝

電
披
露
の

あ
と
受
賞

者
を
代
表

し
て
山
崎

清
隆
（
や

ま
ざ
き
き

よ
た
か
）

氏
（
空
知

支

庁

地

区
）
か
ら

「
日
頃
の

自
立
更
正

活
動
や
援

護
活
動
が

認

め

ら

れ
、ま
た
、

皆
様
方
か

ら
心
温
ま

る
お
言
葉

を
い
た
だ
き
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
障
害
者
の
自
立
更
正
と
援
護
活
動

に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。」

と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

●
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン

そ
の
後
、

夕
張
太
鼓

保

存

会

「
竜
花
」

に
よ
る
太

鼓
の
実
演

が
披
露
さ

れ
た
。

●
講
演

十
一
時
過
ぎ
か
ら
北
海
道
保
健
福

祉
部
福
祉
局
次
長
中
野
孝
浩
（
な
か

の
こ
う
じ
）
氏
に
よ
り
「
北
海
道
障

が
い
者
条
例
と
道
の
障
が
い
者
保
健

福
祉
施
策
の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
は
、

「
北
海
道
障
が
い
者
条
例
と
は
」、

「
北
海
道
条
例
の
主
な
特
徴
」、「
地

域
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
」、「
就
労
支

援
」、「
権
利
擁
護
」な
ど
に
つ
い
て
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
、
会
場
の

参
加
者
が
判
り
や
す
い
よ
う
に
懇
切

丁
寧
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

●
全
体
会
議

午
後
か
ら
議
長
団
の
堂
前
文
男
氏

（
北
身
協
理
事
）
と
森
正
裕
（
も
り

ま
さ
ひ
ろ
）
氏
（
道
視
連
）
の
進
行

に
よ
り
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
、
助

言
者
と
し
て
北
海
道
保
健
福
祉
部
福

祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
の
加
藤

英
明
（
か
と
う
ひ
で
あ
き
）
主
査
が

紹
介
さ
れ

た
。
そ
の

後
、
和
田

真
一
常
務

理
事
か
ら

「
第
五
十

七
回
北
斗

大
会
要
望

事

項

処

理
」
の
報

告
が
行
わ
れ
了
承
さ
れ
た
。
続
い
て

事
前
に
提
出
が
あ
っ
た
第
五
十
八
回

夕
張
大
会
提
出
議
案
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
提
案
ど
お
り
採
決
さ
れ
た
。

一

身
体
障
が
い
者
の
地
域
生
活

支
援
（
住
宅
改
修
）
の
充
実
に

つ
い
て
（
砂
川
身
障
協
会
提

案
）

二

障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
適
正
な
利
用
の
推
進
に
つ
い

て
（
帯
広
身
障
協
会
提
案
）

三

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
・
電
気
自

動
車
の
普
及
に
伴
う
視
覚
障
が

い
者
に
対
す
る
安
全
対
策
に
つ

い
て
（
道
視
連
提
案
）

四

盲
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
に
つ

い
て
（
道
視
連
提
案
）

五

広
報
誌
等
に
関
す
る
情
報
保

障
に
つ
い
て
（
道
視
連
提
案
）

ま
た
、
当
日
会
場
か
ら
次
の
提
案

が
あ
っ
た
。

・

市
町
村
が
身
体
障
害
者
相
談

員
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る

よ
う
指
導
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
宗
谷
支
庁
地
区
提
案
）

・

福
祉
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
寄
附
金
控
除
を
認
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
沼
田
町
分
会
提

案
）

議
長
か
ら
、「
今
後
、
大
会
推
進

委
員
会
で
さ
ら
に
協
議
し
、
要
望
と

し
て
ま
と
め
た
い
」と
発
言
が
あ
り
、

全
体
会
議
が
終
了
し
た
。

●
大
会
宣
言

稲
垣
則
子
運
営
委
員
か
ら
大
会
宣

言
（
案
）
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
提
案

ど
お
り
採
択
（
大
会
宣
言
は
裏
面
に

掲
載
）。

●
決
議

続
い
て
山
本
克
光
運
営
委
員
か
ら

決
議（
案
）が
読
み
上
げ
ら
れ
、
提
案

ど
お
り
採
択（
決
議
は
裏
面
に
掲
載
）。

●
次
期
開
催
地
あ
い
さ
つ

議
長
団
退
任
後
、
次
期
開
催
地
の

帯
広
市
長
（
代
理
帯
広
市
保
健
福
祉

部
障
害
福
祉
担
当
調
整
監
鈴
木
康
悦

（
す
ず
き
や
す
よ
し
）
氏
）
か
ら
「
澄

ん
だ
青
空
と
美
味
し
い
水
の
帯
広
で

伝
統
あ
る
こ
の
大
会
が
開
か
れ
る
こ

と
を
光
栄
に
思
い
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

●
万
歳
三
唱
と
閉
会

続
い
て
、小
林
孝
雄
副
大
会
長（
夕

張
市
身
障
協
会
会
長
）
の
発
声
で
万

歳
三
唱
を
行
い
、
そ
の
後
、
政
田
一

美
副
大
会
長
（
北
身
協
副
会
長
）
の

閉
会
宣
言
に
よ
り
夕
張
大
会
の
全
日

程
が
終
了
し
た
。

●
障
害
者
一
一
〇
番
法
律
相
談

大
会
当
日
は
、
十
時
三
十
分
か
ら

十
四
時
ま
で
の
間
、
会
場
の
応
接
室

に
「
障
害
者
一
一
〇
番
地
方
相
談

会
」
が
開
設
さ
れ
、
札
幌
弁
護
士
会

所
属
の
末
長
宏
章
（
す
え
な
が
ひ
ろ

あ
き
）
弁
護
士
に
よ
る
相
談
が
行
わ

れ
た
。
な
お
、
こ
の
相
談
会
に
は
財

産
侵
害
に
関
す
る
相
談
な
ど
が
寄
せ

ら
れ
た
。

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
身
体

障
害
者
相
談
員
研
修
会
が
開
催

十
一
月
五
日
か
ら
六
日
の
二
日

間
、
秋
田
市
内
で
、
百
六
十
八
名
の

相
談
員
な
ど
が
出
席
し
て
第
十
六
回

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障
害

者
相
談
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

一
日
目
は
、「
村
に
す
け
べ
の
医

者
が
き
た
」
と
題
し
て
仙
北
市
西
明

寺
診
療
所
長
市
川
晋
一
（
い
ち
か
わ

し
ん
い
ち
）氏
に
よ
る
記
念
講
演
と
、

障
害
者
相
談
員
実
態
調
査
企
画
実
行

委
員
会
清
水
圭
子
（
し
み
ず
け
い

こ
）
委
員
に
よ
る
「
相
談
業
務
の
現

状
と
課
題
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
た
。

二
日
目
は
、
相
談
員
連
絡
協
議
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
決
算
報
告
や
予

算
案
な
ど
の
審
議
の
ほ
か
、
相
談
員

活
動
に
関
し
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行
会員購読料（年）９０円

（会費に含む）
非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

会長表彰の受賞場面

守

全体会議での審議状況

受賞者を代表して謝辞

瀧山征治副大会長

アトラクションでの実演

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

知事表彰の受賞場面

赤坂 勝大会長

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２１年１１月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６６８号）（１）
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こ
こ
夕
張
市
は
、
か
つ
て
多
く
の
炭
鉱
を
有
し
北
海
道
の
石
炭
産
業
の
中

心
地
と
し
て
栄
え
た
町
、
メ
ロ
ン
が
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
町
、
市
民
の
手

づ
く
り
で
続
け
ら
れ
て
い
る
国
際
映
画
祭
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。
今
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
下
、
一
丸
と
な
っ
て
夕
張
の
再
生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ら
れ
る
多
く
の
市
民
に
、
私
た
ち
は
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
の
ご
理
解
と
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
本
大
会

を
開
催
で
き
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
「
障
害
者
基
本
法
」
の
見
直
し
の
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
来

検
討
が
進
め
ら
れ
、
差
別
の
定
義
を
設
け
る
こ
と
、
差
別
の
禁
止
や
防
止
に

つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。「
障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
」
の
批
准
に
向
け
、
条
約
の
内
容
に
沿
っ
た
も
の
と
し
て
改
正
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
支
援
を
受
け
る
際
に
、
そ
の

費
用
の
原
則
一
割
を
負
担
さ
せ
る
応
益
負
担
の
考
え
方
へ
の
強
い
批
判
や
、

支
援
の
必
要
度
を
量
る
障
害
程
度
区
分
認
定
へ
の
不
満
な
ど
を
背
景
に
、
同

法
の
廃
止
、
新
法
の
制
定
を
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
が
な
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
一
定
の
成
果
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
北
海
道
で
は
、「
北
海
道
障
が
い
者
及
び
障
が
い
児
の
権
利
擁
護
並

び
に
障
が
い
者
及
び
障
が
い
児
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
施
行
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
が
求
め
て
き
た
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
法
的
な
環
境
が
整
い

つ
つ
あ
る
と
言
え
ま
す
。
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
は
す
な
わ
ち
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
私
た
ち
は
よ
り
多
く
の

仲
間
と
手
を
組
み
、
ま
た
各
障
が
い
者
団
体
と
共
に
、
そ
の
よ
う
な
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
を
誓
い
、
宣
言
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日

第
五
十
八
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
夕
張
大
会

�

�


�
�
��

一

障
害
者
権
利
条
約
批
准
に
向
け
た
国
内
法
制
の
早
期
整
備
を
要
望
す
る
。

一

障
害
者
虐
待
防
止
法
の
制
定
を
要
望
す
る
。

一

障
害
者
相
談
員
制
度
の
活
用
と
充
実
を
要
望
す
る
。

一

地
域
格
差
の
な
い
障
害
者
福
祉
施
策
の
実
現
を
要
望
す
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日

第
五
十
八
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
夕
張
大
会
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町町
村村
協協
会会
だだ
よよ
りり
��
（（
網網
走走
管管
内内
滝滝
上上
町町
））

〜〜
巨巨
大大
なな
ママ
ンン
モモ
スス
にに
、、皆皆
、、ビビ
ッッ
クク
リリ
��
〜〜

今
回
紹
介
す
る
協
会
は
、
網
走
支

庁
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
滝
上

分
会
（
小
谷
孝
一
分
会
長
）
で
す
。

同
協
会
は
、
以
前
に
紹
介
し
て
い
ま

す
が
、最
近
の
分
会
活
動
に
つ
い
て
、

身
障
新
聞
を
通
し
て
会
員
の
方
々
に

伝
え
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
で
投
稿

が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
研
修
旅
行
等
」

今
年
は
、
分
会
長
が
加
藤
四
郎
さ

ん
か
ら
小
谷
孝
一
さ
ん
に
交
代
し
ま

し
た
が
、
今
年
度
も
身
障
協
会
の
活

性
化
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た

め
「
平
成
二
十
一
年
度
網
走
地
区
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
と
会

員
親
睦
旅
行
」
を
企
画
し
、
十
月
十

七
日
か
ら
十
九
日
の
二
泊
三
日
で
旅

行
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

滝
上
分
会
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
こ
の
旅

行
に
参
加
し
た
清
水
美
知
江
（
し
み

ず
み
ち
え
）
さ
ん
の
手
記
を
紹
介
し

ま
す
。

清
水
美
知
江
さ
ん
の
手
記

「
平
成
二
十
一
年
度
網
走
地
区
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
と
会

員
親
睦
旅
行
」
が
決
定
し
、
十
月
十

七
日
に
、
小
谷
新
分
会
長
に
従
っ
て

二
泊
三
日
の
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

小
谷
分
会

長
と
共
に
出

か
け
る
の
は

初
め
て
の
こ

と
で
す
。
昨

年
ま
で
の
前

分
会
長
加
藤

四
郎
さ
ん
の

軽
妙
な
話
術

を
聞
き
な
が

ら
目
的
地
川
湯
の
「
ホ
テ
ル
き
た
ふ

く
ろ
う
」
に
着
き
ま
し
た
。
ま
ず
ま

ず
の
天
候
で
盛
り
を
少
し
過
ぎ
た
紅

葉
を
右
に
左
に
見
な
が
ら
の
道
で
し

た
が
、
ホ
テ
ル
に
着
く
と
役
員
さ
ん

達
の
配
慮
に
よ
る
部
屋
割
り
に
、
く

つ
ろ
い
だ
初
日
の
夜
を
迎
え
ま
し
た
。

二
日
目
の
朝
七
時
、
張
り
切
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
と
「
網
走
総
合
体

育
館
」
へ
と
出
発
。
九
時
の
開
会
式

に
臨
み
ま
し
た
。
個
々
の
障
害
に
対

し
て
の
気
配
り
の
あ
る
選
手
が
競
技

に
い
ど
み
ま
し
た
。
成
績
は
玉
入
れ

が
一
位
、
フ

ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
が
三

位
の
好
成
績

で
終
わ
り
ま

し
た
。

ホ
テ
ル
の

帰

途
、「
道

立
北
方
民
族

資
料
館
」
を

見
学
。
先
人
ア
イ
ヌ
の
人
達
の
頭
の

良
い
、
器
用
な
日
常
生
活
を
衣
・

食
・
住
に
見
て
、
加
藤
前
分
会
長
の

交
渉
に
よ
り
資
料
館
の
職
員
菅
原
章

子
さ
ん
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
て
一
層
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

マ
ン
モ
ス
の
巨
大
な
剥
製
は
、
馬

の
尾
四
百
頭
を
、
骨
は
鯨
の
骨
と
の

こ
と
、
驚
き
で
し
た
。
帰
途
の
天
都

山
の
サ
ル
ビ
ア
は
最
盛
期
。
藻
琴
川

の
鮭
の
遡
上
を
見
て
鮭
の
一
生
を
考

え
、
生
き
物
す
べ
て
の
定
め
等
、
一

寸
胸
が
痛
い
思
い
が
し
ま
し
た
。

こ
の
夜
は
、
賑
や
か
な
親
睦
会
。

障
害
を
忘
れ
て
の
二
時
間
を
終
え

て
、
来
年
も
き
っ
と
健
康
で
又
旅
行

に
行
き
た
い
と
互
い
に
約
束
を
し
な

が
ら
解
散
し
ま
し
た
。

三
日
目
、
帰
宅
の
朝
は
朝
風
呂
に

入
る
人
、
土
産
を
買
う
人
等
、
帰
り

の
バ
ス
の
中
で
は
加
藤
さ
ん
の
豊
か

な
話
題
、
明
る
い
雰
囲
気
の
中
に
、

二
時
半
、
帰
宅
し
ま
し
た
。
昔
な
ら

障
害
者
は
家
の
中
に
こ
も
っ
て
い
る

だ
け
な
の
に
有
難
い
時
代
に
な
っ
た

と
の
話
に
皆
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

一
連
の
行
事
に
か
か
わ
ら
れ
た
人

達
の
御
好
意
に
感
謝
し
な
が
ら
、
私

た
ち
障
害
者
に
も
出
来
得
る
こ
と
が

あ
れ
ば
役
に
立
ち
た
い
等
と
話
し
合

い
、
無
事
旅
行
を
終
え
ま
し
た
。

「
北
海
道
の
歴
史
と
福
祉
」の
紹
介

こ
の
度
、
北
海
道
社
会
福
祉
史
研

究
会
か
ら
北
海
道
の
開
拓
と
社
会
福

祉
の
実
践
活
動
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て

ま
と
め
た
「
北
海
道
の
歴
史
と
福

祉
」
が
発
刊
さ
れ
た
。
本
書
は
、
蝦

夷
か
ら
北
海
道
に
変
わ
り
屯
田
兵
や

本
州
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
た
ち
に

よ
る
開
拓
の
歴
史
と
北
海
道
の
先
住

民
族
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生
活
と
福

祉
活
動
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
、
生
活

保
護
、
児
童
福
祉
、
障
害
福
祉
、
高

齢
者
福
祉
、
母
子
寡
婦
福
祉
、
地
域

福
祉
な
ど
の
分
野
別
に
解
説
し
、
明

治
か
ら
現
代
ま
で
の
福
祉
関
係
の
詳

し
い
年
表
も
巻
末
に
付
い
て
い
ま

す
。福

祉
現
場
の
方
々
の
資
料
と
し

て
、
ま
た
職
場
、
学
校
、
図
書
館
な

ど
の
蔵
書
と
し
て
、
あ
る
い
は
福
祉

を
学
ぶ
大
学
生
、
専
門
学
校
生
の
テ

キ
ス
ト
と
し
て
幅
広
く
紹
介
す
る
一

冊
で
す
。
問
合
せ
は
次
の
と
こ
ろ
ま

で
。

【
問
合
せ
先
】

（
社
福
）
は
る
に
れ
の
里
事
務
局

�
〇
一
三
三
―
六
二
―
八
三
六
〇
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�
由
仁
町

中
嶋
つ
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子

ゆ
う

や
け
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○
町
村
協
会
だ
よ
り
を
募
集
中

北
身
協
で
は
、
未
掲
載
の
町
村

協
会
か
ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。こ
の
新
聞
を
通
し
て
、

協
会
活
動
な
ど
を
伝
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

Ｈ２１．１０．１９道立北方民族資料館で

Ｈ２０．９．９羊ヶ丘展望台で

（２）（第６６８号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２１年１１月２５日）


